
やまのいもの栽培法」

1．試験のねらい

　やまのいもの栽培法を確立するため、優良系統の選抜、種芋の大きさと栽植密度、植付時期及び

施肥法が収量・晶質に及ぼす影響にっいて検討した。

2．試験方法

　優良系統の選抜は、短首系2系統、中首系7系統、長首系2系統を露地及び雨よけ条件下で行っ

た。また、選抜した有望系統を用いて、種芋の大きさ（20，40，809）と栽植密度（株間10，15，

20，25，30㎝）、植付時期（4／15，4／26，5／6，5／17，5／28）と種芋の大きさ（20，40，

809）、肥料の種類（LPコート140日、スーパーIB，CDU、現地慣行）と施肥法（全量基肥と基

肥十追肥）が　生育・収量・晶質に及ぼす影響を調査した。

3．試験結果およぴ考察

（1）やまのいもの優良系統は、芋の形状・揃いや収量性などから、中首系のNα8を有望系統として

　選抜した（表一1）。

（2）種芋の大きさについては、小さい種芋では肥大率は優れたが、生産芋重は小さいのに対して、

　　種芋が大きくなるに従い生産芋重は大きくなり、収量は809区が多収となった。

　　栽植密度は、株間が広いほど生産芋重は大きくなる傾向を示したが、単位面積当りの収量は密植

　　ほど多収となり、種芋809で株間20㎝区が最も多収であった（表一2）。

13）植付時期が早いほど萌芽日数は長くなるものの甲芽期は早く、植付時期が遅くなるに従い遅く

　　なった。芋の肥大は植有時期が早いほど優れ、遅くなるに従い劣り、適期は4月下旬から5月上

　　旬と思われた（表一3）。

14）肥料の種類では、スーパーIB，LPコート140日が生産芋重は多く、CDU及び現地慣行より

　　多収となり、緩効性肥料を用いた全量基肥施肥とすることによって省力的で肥効が安定し、良晶

　　多収が期待できると思われた（表一4）。

15）これらのことから、やまのいもの優良系統はNα8が最も優れ、栽培法にっいては、植付時期は

　　4月下旬～5月上旬、種芋の大きさは809、株間は20cm程度で、施肥は緩効性肥料を用いた全

　　量基肥施肥が適当と考えられた。

4．成果の要約

　　やまのいもの生産は、選抜した中首系のNα8を用い、種芋の大き苧は809で、栽植密度は畝幅7

　0㎝、株間20㎝とし、4月下旬から5月上旬に植付けすることにより、安定生産が可能と思われた。

　また、施肥法にっいては、緩効性肥料を用いた全量基肥施肥により、追肥の省力化と少肥栽培が可

　能と思われた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　野菜部　木村　栄）
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表一1 系統別の収量、品質
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表一2 種芋の大きさと栽植密度が収量に及ぼす影響
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表一3 植付時期と種芋の大きさが生育、収量に及ぼす影響
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表一4 生育、収量、品質

処　　　　理

肥料の種類施肥法
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